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今
月
の
音
楽 

 

 

一
．
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
独
・
一
七
七
〇
～
一
八
二
七
年
） 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
歌 

WoO.122

（WoO

：Werke ohne
 
 

 
 
 

Opuszahl 

作
品
番
号
な
し
の
作
品
は
、
一
九
五
五
年
に
キ
ン
ス
キ
ー
と
ハ
ル
ム
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
。 

 
 

 
 
 

作
品
番
号
は
一
三
八
ま
で
あ
り
、
作
品
番
号
な
し
は
二
〇
五
曲
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。） 

（
一
）
演
奏 

H
ei

nri
ch

-S
ch
ütz

-Kr
eis

 B
erl

in

（
演
奏
時
間
：
約
三
分
） 

（
二
）
曲
目
解
説 

歌
詞
は
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
リ
ー
デ
ン
ベ
ル
グ
（
一
七
八
一
？
～
一
八
〇
〇
）
に
よ
る
。
彼
は
ヴ
ィ

ー
ン
義
勇
軍
の
ち
の
皇
王
室
歩
兵
連
隊
に
お
い
て
少
尉
だ
っ
た
。
歌
詞
の
大
意
は
以
下
の
と
お
り
。
「
名
声

と
給
金
の
た
め
で
な
く
、
た
だ
平
和
と
幸
福
の
た
め
に
闘
お
う
。
戻
ろ
う
、
わ
が
家
の
炉
端
に
。
善
き
民
に

自
然
の
祝
福
あ
り
。
正
義
な
り
わ
れ
ら
の
戦
い
。
勝
利
は
わ
れ
ら
に
あ
り
。」 

 
 
 
 

「
一
七
九
二
年
十
一
月
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
ボ
ン
を
発
っ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
戦
乱
が
ボ
ン
へ
侵
入
し
て

来
た
の
と
入
れ
違
い
だ
っ
た
。
彼
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
音
楽
首
都
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ー
ン
市
に
落
ち
つ
い
た
。

ヴ
ィ
ー
ン
へ
赴
く
途
次
、
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
向
か
っ
て
進
軍
す
る
ヘ
ッ
セ
ン
の
軍
隊
に
行
き
遭
っ
た
。
彼

は
確
か
に
愛
国
的
感
情
に
憑
か
れ
た
。
一
七
九
六
年
と
九
七
年
と
に
、
彼
は
フ
リ
ー
ト
ベ
ル
ク
作
の
二
つ
の

戦
争
詩
を
作
曲
し
た
。
一
つ
は
『
出
征
に
際
し
て
の
ヴ
ィ
ー
ン
市
民
へ
の
告
別
の
歌
』
で
あ
り
、
他
は
合
唱

歌
『
わ
れ
ら
は
偉
大
な
る
ド
イ
ツ
の
民
』
で
あ
る
。
し
か
し
彼
が
「
革
新
」
の
敵
た
ち
を
歌
お
う
と
す
る
努

力
は
甲
斐
な
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
革
新
」
は
世
界
を
征
服
し
、
ま
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
も
征
服
し
た
か

ら
で
あ
る
。
」（『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
片
山
敏
彦
訳 

岩
波
文
庫
二
十
六
頁
） 

二
．
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
独
・
一
七
七
〇
～
一
八
二
七
年
） 

交
響
曲
第
六
番
ヘ
長
調 
作
品
六
十
八
『
田
園
』 

第
一
楽
章
「
田
舎
に
到
着
し
た
と
き
の
愉
快
な
感
情
の
目
覚
め
」 

（
一
）
演
奏 

カ
ル
ロ
・
マ
リ
ア
・
ジ
ュ
リ
ー
ニ
：
指
揮 

オ
ル
ケ
ト
ラ
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ニ
レ
・
イ
タ
リ
ア
ー
ナ
（
演 

奏
時
間
：
約
十
分
） 

（
二
）
曲
目
解
説 

標
題
は
、
初
演
時
に
使
用
さ
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
パ
ー
ト
譜
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
の
手 

に
よ
っ
て
「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・
パ
ス
ト
レ
ッ
ラ
あ
る
い
は
田
舎
で
の
生
活
の
思
い
出
。
絵
画
描
写
と
い
う
よ

り
も
感
情
の
表
出
」
と
記
さ
れ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
が
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
唯
一
の
交
響
曲
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
各
楽
章
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
な
標
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
。
第
一
楽
章
「
田
舎
に
到
着
し
た
と

き
の
愉
快
な
感
情
の
目
覚
め
」 

第
二
楽
章
「
小
川
の
ほ
と
り
の
情
景
」 

第
三
楽
章
「
田
舎
の
人
々
の
楽

し
い
集
い
」 

第
四
楽
章
「
雷
雨
、
嵐
」 

第
五
楽
章
「
牧
歌 

嵐
の
後
の
喜
ば
し
い
感
謝
の
気
持
ち
」 

ロ
ラ
ン
は
、
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
の
中
で
『
田
園
』
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
深
い
静
穏
も
永
続
す
る
運
命
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
恋
愛
の
幸
福
な
影
響
力
は
一
八
一
〇

年
に
至
る
ま
で
つ
づ
い
て
い
た
。
彼
の
天
才
か
ら
そ
の
頃
の
最
も
完
璧
な
幾
つ
か
の
果
実
を
作
ら
せ
た
と
こ

ろ
の
自
己
統
御
の
ち
か
ら
を
確
か
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
あ
の
恋
愛
に
負
う
て
い
る
。
す
な
わ
ち
古
典
的
悲

劇
と
い
う
べ
き
『
第
五
交
響
曲
』
や
、
夏
の
ひ
と
日
の
神
々
し
い
夢
想
で
あ
る
『
田
園
（
第
六
）
交
響
曲
』

や
が
、
そ
の
果
実
で
あ
り
、
そ
し
て
、
ま
た
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
嵐
（
テ
ム
ペ
ス
ト
）
』
に
霊
感
さ
れ

て
生
ま
れ
、
彼
自
身
が
自
作
の
奏
鳴
曲
（
ソ
ナ
ー
タ
）
の
う
ち
最
も
強
い
も
の
だ
と
見
な
し
て
い
た
『
熱
情

奏
鳴
曲
（
ア
パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
タ
）
』
は
一
八
〇
七
年
に
世
に
現
わ
れ
て
、
テ
レ
ー
ゼ
の
兄
に
捧
げ
ら
れ
の
で

あ
っ
た
。
」（『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
片
山
敏
彦
訳 

岩
波
文
庫
三
十
九
頁
） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%B4%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%B4%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%82%AA%E3%83%AA%E3%83%B3


「
自
己
の
内
部
へ
閉
じ
こ
も
り**

、
一
切
の
人
々
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
彼
は
、
た
だ
自
然
の
中
に
浸
る
こ

と
だ
け
を
慰
め
と
し
た
。
「
自
然
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
唯
一
の
友
で
あ
っ
た
」
と
テ
レ
ー
ズ
・
フ
ォ
ン
・

ブ
ル
ン
ス
ヴ
ィ
ッ
ク
は
い
っ
て
い
る
。
自
然
が
彼
の
安
息
所
で
あ
っ
た
。
一
八
一
五
年
に
彼
を
識
っ
た
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
ニ
ー
ト
が
い
っ
て
い
る
が
、
彼
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ほ
ど
に
花
や
雲
や
自
然
の
万
物
を
完
全
に

愛
す
る
人
間
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
自
然
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
生
き
る
た
め
の
不
可
欠
条
件
の
よ
う

だ
っ
た
。
「
私
ほ
ど
田
園
を
愛
す
る
者
は
あ
る
ま
い
」
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
書
い
て
い
る
「
私
は
一
人
の

人
間
を
愛
す
る
以
上
に
一
本
の
樹
木
を
愛
す
る
…
…
」
〔
「
…
…
森
や
樹
々
や
巌
が
返
し
与
え
る
木
魂
（
こ

だ
ま
）
は
人
間
に
と
っ
て
ま
っ
た
く
好
ま
し
い
も
の
だ
…
…
」
〕
彼
は
毎
日
の
よ
う
に
ヴ
ィ
ー
ン
の
郊
外
を

散
策
し
た
。
暁
か
ら
夜
ま
で
帽
子
も
か
ぶ
ら
ず
日
光
の
中
ま
た
は
雨
の
中
を
、
独
り
で
田
舎
を
歩
き
廻
っ
て

い
た
。
「
全
能
な
る
神
よ
！
―
―
森
の
中
で
私
は
幸
福
で
あ
る
―
―
そ
こ
で
は
お
の
お
の
の
樹
が
お
ん
み
の

言
葉
を
語
る
。
―
―
神
よ
、
何
た
る
こ
の
壮
麗
さ
！
―
―
こ
の
森
の
中
、
丘
の
上
の
―
―
こ
の
静
寂
よ
―
―

お
ん
み
に
か
し
ず
く
た
め
の
こ
の
静
寂
よ
！
」
」（『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
片
山
敏
彦
訳 

岩
波
文
庫

五
十
一
～
五
十
二
頁
） 

**

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
聾
疾
に
関
す
る
リ
ヒ
ア
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
立
派
な
叙
述
参
照
。
（
『
ベ
ー
ト 

 

ー
ヴ
ェ
ン
』
一
八
七
〇
年
） 

〔
訳
者
（
片
山
）
は
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
』
か
ら
こ
こ
に
次
の
部
分
を
訳
出
す
る
―] 

「
…
…
か
く
て
天
才
的
精
神
は
あ
ら
ゆ
る
「
己
れ
の
外
」
か
ら
解
放
せ
ら
れ
て
、
ま
っ
た
く
己
れ
に
お
い 

て
あ
り
、
己
れ
の
内
に
在
る
。
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
根
柢
を
内
的
視
力
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
が
当
時

の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
視
た
と
仮
定
し
た
ら
、
そ
の
人
間
に
は
何
た
る
奇
蹟
が
見
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
人
間
は
、
人
々
に
立
ち
交
じ
っ
て
歩
い
て
い
る
一
世
界
を
見
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
―
―
換
言
す
れ
ば

歩
い
て
い
る
人
間
と
し
て
の
世
界
の
本
質
自
体 das Ansich der Welt als wandelnder Mensch 

を
！ 

 

今
や
こ
の
音
楽
家
の
視
力
は
内
部
へ
向
か
っ
て
照
っ
た
。
今
や
彼
は
、
彼
に
内
在
す
る
光
に
照
明
せ
ら

れ
て
数
々
の
す
ば
ら
し
い
反
映
と
な
っ
て
再
び
彼
の
心
へ
把
握
せ
ら
れ
る
に
至
る
よ
う
な
性
質
の
現
象
へ

も
視
力
を
向
け
た
。
今
や
た
だ
諸
物
の
本
質
だ
け
が
彼
に
語
り
か
け
る
こ
と
と
な
っ
て
、
そ
の
本
質
は
、

美
の
静
平
な
光
に
包
ん
で
そ
れ
ら
の
事
物
を
彼
に
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
今
や
彼
は
理
解
す
る
、
森
を
、

小
河
を
、
牧
場
を
、
碧
々
と
し
た
大
気
を
、
快
活
な
群
衆
を
、
恋
し
合
っ
て
い
る
男
女
を
、
鳥
た
ち
の
歌

を
、
雲
の
列
を
、
嵐
の
と
ど
ろ
き
を
、
そ
し
て
浄
福
の
う
ご
き
を
持
つ
静
か
さ
を
。
そ
こ
で
こ
の
不
思
議

な
朗
快
が
彼
の
観
照
と
形
成
と
の
作
用
へ
浸
徹
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
朗
快
は
彼
を
ま
っ
て
初
め
て
音

楽
の
所
有
（
も
の
）
と
な
っ
た
。
も
と
も
と
あ
ら
ゆ
る
音
に
あ
ん
な
に
も
固
有
な
特
質
で
あ
る
嘆
き
さ
え

も
が
、
軽
や
か
に
な
り
微
笑
と
な
る
。
世
界
が
そ
の
子
供
ら
し
い
無
邪
気
さ
を
再
び
取
り
も
ど
す
。
「
今

日
お
ん
み
ら
我
れ
と
共
に
天
国
に
あ
れ
」
―
―
『
田
園
交
響
曲
』
を
聴
く
者
は
、
誰
し
も
あ
の
キ
リ
ス
ト

の
こ
と
ば
が
自
分
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け
て
い
る
の
だ
と
感
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
ま
い
！
…
…
」
〕
（『
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』
片
山
敏
彦
訳 

岩
波
文
庫
八
十
四
～
八
十
五
頁
） 

 



  


